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三
鷹
に
集
結
。
医
学
部
を
備
え
た
総
合
大
学

企
業
と
連
携
し
主
体
性
を
育
む
実
践
型
教
育

杏
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学
／
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の
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ャ
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学
部
の
垣
根
を
な
く
し
、

学
生
間
の
交
流
を
育
み
活
性
化

杏
林
大
学
は
、都
内
屈
指
の
人
気

を
誇
る
吉
祥
寺
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
、

医
療
系
学
部
と
文
系
学
部
を
擁
す

る
総
合
大
学
だ
。1
9
6
6
年
、現

在
の
三
鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、臨
床
検
査

技
師
を
養
成
す
る
短
期
大
学
と
し

て
そ
の
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
半
世

紀
。現
在
、保
健
学
部
、外
国
語
学
部
、

総
合
政
策
学
部
そ
し
て
医
学
部
の

4
つ
の
学
部
に
、５
，０
０
０
人
以
上

の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
も
と
も

と
保
健
学
部
、外
国
語
学
部
、総
合

政
策
学
部
は
、緑
豊
か
で
広
大
な
八

王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、昨
今
見
ら
れ
る
大
学
の
都
心
回

帰
の
動
き
を
受
け
、2
0
1
6
年
の

創
立
50
周
年
を
機
に
井
の
頭
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
移
転
。
三
鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
に
構

え
る
医
学
部
と
の
よ
り
良
い
教
育
連

携
及
び
、こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な

学
部
間
交
流
を
目
指
し
た
学
び
を

実
践
し
て
い
る
。

医
療
系
学
部
と
文
系
学
部
を
擁

す
る
杏
林
大
学
に
お
け
る
、学
部
の

垣
根
を
な
く
し
た
取
り
組
み
は
、学

生
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
、専
攻
し
た
学

部
学
科
に
留
ま
ら
な
い
広
い
視
野
が

持
て
る
と
い
う
こ
と
。一
般
的
に
文
系

の
学
生
が
医
療
系
の
学
生
と
触
れ

合
う
機
会
は
非
常
に
少
な
く
、職
種

へ
の
理
解
は
薄
い
。
し
か
し
杏
林
大

学
の
場
合
、文
系
学
生
に
お
け
る
医

療
系
職
種
や
企
業
へ
の
認
知
が
高

く
、卒
業
後
の
選
択
と
し
て
優
良
な

医
療
系
企
業
に
ご
く
自
然
に
進
む

ケ
ー
ス
も
多
い
。
ま
た
多
様
性
へ
の

寛
容
も
育
む
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
と
連
携
し
た

「
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
」の
設
置

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、新
た
な

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。「
学
生

広
報
ス
タ
ッ
フ
」の
育
成
だ
。
こ
れ
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
杏
林
大
学

生
の
リ
ア
ル
な
姿
を
高
校
生
に
体

感
さ
せ
る
べ
く
、学
生
ス
タ
ッ
フ
を
育

成
す
る
こ
と
が
大
き
な
狙
い
。
学
生

た
ち
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
手
が
け
た
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
×
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
の
活
動
に
は
現
在
27
名
が
参
加

し
、3
期
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。活

動
は
外
部
の
広
告
制
作
会
社

の
協
力
を
受
け
実
施
し
て
い
る
。
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
キ
ル
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、マ

2016年杏林大学は、創立50周年を機
に三鷹の地にキャンパスを集結。医学
部を備えた総合大学の利点を生かした
教育をスタート。学部の連携を強化し、
地域や企業と深く関わりを持ちながら、
社会性を備えた人材育成に力を注ぐ。

取材・文／松村聡子

今回話を伺った岡田洋二入学センター長と、野口眞哉課長。MITAI× INOKASHIRA立ち上げ当初は、学生たちの手が
上がるか不安があったというが予想以上の成果が得られたと語る。高校生やその保護者にも好評で、オープンキャンパス
に参加した高校生から「運営スタッフの学生に将来性を感じ受験した」という反応も。「今後の課題は学内での認知度を
上げ、参加する学生を増やし活性化を図りたい」と野口課長。

46



for Parent 2020

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
な
ど
、業
界
の

最
前
線
か
ら
得
た
情
報
を
活
用
し
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
高
校
生
に

「
い
か
に
杏
林
大
学
の
魅
力
を
伝
え

る
か
」を
学
生
自
ら
考
え
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
主
な
活
動

は
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
Ｐ
Ｒ

は
も
ち
ろ
ん
、「
高
校
訪
問
」と
い
う

形
で
も
実
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｐ

Ｒ
用
の
動
画
も
制
作
。
い
ず
れ
も
、

学
生
自
ら
企
画
か
ら
実
行
ま
で
を

手
が
け
、一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
活
動
は
学
生
の
主
体
性
を
育

む
と
同
時
に
、通
常
で
は
な
か
な
か

経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い「
企
業

と
の
協
働
」と
い
う
社
会
活
動
の
側

面
も
あ
り
、学
生
た
ち
の
大
き
な
経

ョン
手
法
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
前

回
副
理
事
長
プ
レ
ゼ
ン
で
採
用
さ
れ
た

「
ナ
イ
ト
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
、実

際
予
算
を
投
じ
実
現
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。も
ち
ろ
ん
学
生
た
ち
の
手
で
。

自
分
た
ち
が
考
え
た
企
画
が
採

用
さ
れ
、形
と
な
り
世
の
中
に
出
て
い

く
経
験
は
、学
生
た
ち
の
大
き
な
自

信
と
な
っ
て
い
る
。
3
期
、4
期
と
新

た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、今
後
も
活
動

は
続
い
て
い
く
。
取
り
組
み
を
通
じ

学
部
や
学
年
を
超
え
ま
た
社
会
人

と
交
流
し
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

向
上
を
は
じ
め
と
し
て
、社
会
で
生

き
抜
く
た
め
の
様
々
な
力
が
養
わ
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。
学
生
た
ち
の
さ
ら

な
る
成
長
を
今
後
も
期
待
し
た
い
。

験
に
も
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
総
仕
上
げ

副
理
事
長
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
×
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ａ
の
最
大
の
取
り
組
み
は
、「
副
理

事
長
プ
レ
ゼ
ン
」だ
。こ
れ
は
、学
生
た

ち
が
大
学
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ア
イ
デ
ア
を

考
え
、経
営
層
に
直
接
提
案
す
る
と

い
う
も
の
。一
人
30
本
以
上
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、約
3
ヶ
月
か
け
て
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
実
現
性
の
高
い
も

の
に
仕
上
げ
て
い
く
。一連
の
流
れ
の
中

で
本
物
の
広
告
作
り
に
触
れ
、「
ア
イ

デ
ア
を
ど
う
伝
え
、相
手
を
ど
う
納

得
さ
せ
る
か
」と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

（上）副理事長プレゼンにて採用された「ナイト
オープンキャンパス」の様子。夜ならではの演
出としてキャンパス全体をライトアップ。高校生
に向けて灯篭のワークショップを開催するアイ
デアも盛り込んだ。この企画に参加した高校
生が実際に入学を希望するなど、一定の成果
をあげている。（左）副理事長プレゼンの様子。
2期目は事前審査を通過した3名が本番プレ
に臨んだ。副理事長プレを勝ち取った案が今
年もまた実現に向け始動する。

杏林大学

21世紀に活躍できる人材育成のため、常に新しい教育を推
進。学部間や地域との連携教育を充実させ、グローカルな視
点を持ち、グローバル社会に即した教育を実践している。井
の頭キャンパスは留学生との交流の場である国際交流プラ
ザや、ネイティブ教員と自由に語り合う英語・中国語サロン
などの施設も充実。教員と学生の距離が近く、学生に寄り添
った少人数教育を行なう。

●DATA
井の頭キャンパス ： 東京都三鷹市下連雀5-4-1
TEL 0422-47-0077（入学センター）

http://www.kyorin-u.ac.jpURL

信頼できる仲間に会えて、
チームで協力する大切さを実感

外国語学部
中国語学科　4年
大原　健楽

　学生広報スタッフには3年生の時から、1期生として参加
しました。取り組みの中で魅力に感じた点は「自分の思いを
形にできる力が付く」ということ。社会に出た時に必ず必要
となるスキルだと思いました。活動を通じ実際に形にできたこ
とはたくさんあります。１つ目は、オープンキャンパスでの企画
です。専攻する中国語学科所有の、同時通訳ブースの紹
介をキャンパスツアーに新たに組み込みました。これは、よく
国際会議などで見かける通訳者専用の施設ですがこの設
備を伴う大学は珍しく、高校生にも興味を持ってもらえると
考えたからです。当日は同時通訳の疑似体験も実施し、た
いへん好評でした。
　活動を通じもう一つ、得られたことがあります。それは仲間
と協力する大切さを知ったこと。これまでの自分は、個人プレ
ーが多く、その方がうまくいくという考えが強かったわけです
が、MITAI× INOKASHIRAの活動を通じ人それぞれ色 な々
考えがある、意見を重ねることでより良いものが生まれると知
りました。目標を実現できた時の達成感も、これまでに感じた
ことのないものでした。同じ熱量を持った信頼できる仲間と
の出会いが、自身の成長に繋がったと思います。
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